
ドローン離発着及び飛行に関する制限・手続きについて【母島版】

３．その他 母島内において必要な手続き等

●（オガサワラノスリ等）鳥類への影響の確認
国有林内での飛行にあたり、鳥類（オガサワラノスリ等）への影響について
有識者へ意見照会を求められる場合があります。
※小笠原総合事務所国有林課より、島内の有識者を紹介してもらい、
意見照会を行います。 なお、国有林課と有識者の間で契約等は無く、
あくまで双方の協力により行われているものです。

●小笠原母島観光協会への通達
母島島内では観光ツアーやイベント等が頻繁に行われているため、
観光による人の往来が懸念される場所でのドローン飛行の際は、
観光協会へ通達することが望ましいです。
窓口： 小笠原母島観光協会 Tel：04998-3-2300 

１．一般事項

①機体の登録手続き
無人航空機を購入後、機体の登録手続きが必要
「無人航空機登録ポータルサイト」

②航空法に基づく飛行許可･承認申請
登録手続き後、実際に飛行させる際には飛行許可・承認が必要となる場合あり
「飛行許可・承認申請ポータルサイト」より、飛行申請が必要な
「特定飛行」にあたるものを確認（例えば、「150ｍ以上の上空」など）

※①②の詳細は「無人航空機総合窓口サイト - 国土交通省」参照

③小型無人機等飛行禁止法における規制
重要施設及びその周囲おおむね300mの周辺地域の上空における小型無人機等の
飛行は禁止

※「小型無人機等飛行禁止法小型無人機等飛行禁止法関係警察庁Webサイト」参照

２．母島内管轄区域に応じた手続き

右の図面で管轄を確認

重要施設は母島内は特にありません。
父島は自衛隊基地が重要施設にあたります。

操作中も
ノスリに注意！
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